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きょうだいさん，あなたのことが大切です：がん治療に臨む子どもと青年の思春期にあるきょうだいのニーズを探索する
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ハイライト（Highlights）：
⚫ きょうだいたちには，愛する人や他者から注目され存在が承認される，というニーズがある．

Well-siblings need attention and acknowledgment from loved ones and from others.

⚫ きょうだいたちは，人に負担をかけないよう，感情や気持ちを内に秘めている．
Well-siblings internalize emotions and thoughts so as not to burden others.

⚫ きょうだいたちは，自ら内に秘めた感情や気持ちに苦しんでいる．
Well-siblings are burdened by their internalized emotions and thoughts.

⚫ きょうだいたちは，きょうだいに特化した支援を求めている．
Well-siblings need support available specifically to them.

⚫ 家族のなかにユーモアが，そして笑いと明るさや心地よさがあることが，きょうだいたちにとって重要である．
Humor, laughter, and light-heartedness in the family is important for well-siblings.

要旨（Abstract）：
目的: 本研究の目的は，がんの治療に臨む子どもの思春期にあるきょうだいの心理社会的なニーズについて，更なる理解と

知見を得ることである．
計画と方法: 現象学の理論的枠組みに基づき，過去を振り返る形式でのナラティブインタビューを用いて，過去にがんと診

断され治癒した方々のきょうだいで，現在成人している7名よりインタビューデータを収集した。
結果: 8つのニーズに基づくテーマが特定された．きょうだいが，“子どもでいることができること”や，“家族にユーモアや笑

い，明かるさや心地よさがあること,”といったニーズは，がん治療に臨む子ども・若者の思春期にあるきょうだいの
ニーズを調査したこれまでの文献に新たな知見をもたらすものである．

結論: 本調査結果は，特に思春期のきょうだいに関連するものとして，がん経験のなかでのきょうだいのニーズに，現在ま
での文献に新たな見識をもたらし広げるものである．

実践への示唆（Practice implications）:
⚫ がん闘病期間中の思春期のきょうだいのニーズは，個別に認知し，理解し，サポートすることが重要である．本研究

結果は，がんの治療に臨む子ども・若者の家族のなかに，ユーモアがあることの効果的な役割を励まし支援する専門
家にとっても役立つ．遺族ではないきょうだいを含め，数年度後でも，フォローアップサポートがあることがきょう
だいには役立つことがある．
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◎この論文を紹介した委員からのお勧めポイント◎
⚫ 本文中には、がん治療中の子が発してくれたユーモアが，きょうだいの心を救ったエピソードが紹介されています

（脱けた髪の毛を，きょうだいの頭にのせたことが，その時のきょうだいにとっては世界一面白かった．など）．す
べてが深刻で硬直する状況にあるからこそ、家族のなかの日常にユーモアが，出したい時に出せること，そしてその
ユーモアに気づき拾える医療者がいることも大切なことだと改めて感じました．

⚫ 複雑な心情や不快な思考にいたることは当然である（きょうだいという立場であれば，妬んだり憤ることなどは，人
として何らおかしいことではない）ことを知ること，などその他示されている全8ニーズは，指標として参考になる
と感じています．

◎その他の委員からのコメント◎

⚫ お子さんが亡くなったあとに，病室でその子のお兄ちゃんと親御さんとでハンドブリントを作ったことがあります．お兄ちゃんが弟の武勇伝や失敗談を語りながら，弟の好
きな色を選んで，“笑顔で”ハンドブリントを作っている姿をみたとき，今家族がここで亡くなったという悲しみをユーモアと笑顔が包み込んでいるという感覚を覚えました．
どんなに過酷で深刻な文脈のなかにあってもユーモアや笑顔を自ら作り出せる力が子どもにもあるのだと実感し，この論文と重なりました． 国際交流委員 平田美佳
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⚫ ある親御さんが入院初期に一度家に帰ろうとしたときに，「俺よりパパの方が好きなんだ」と泣かれ，逆にそんな子どもに救
われたとお話されていたことを思い出しました．きっとそれを聞いたパパも，少し気持ちが和んだはずです．そんなユーモア
の家族への広がりが，ケアとしての意味をもつと示していることがとても興味深かったですし，思春期以外のきょうだいにも
共通する大切な要素と感じます．加えて研究という意味でも，思春期のきょうだいの声を届ける貴重な報告です．日本では
きょうだい本人からの知見はまだほとんどなく，その理由としてきょうだいへのアプローチの難しさがあるように思います．
この研究ではFacebookや慈善団体からの周知でリクルートしたり，インタビューは一部オンラインを活用するなどして実現し
ており，方法の色々な工夫やヒントも教えてくれています． 国際交流委員 入江亘


